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親愛 な る ムスリム の 皆様 。 こ の 世界 に 存在 
する 全て の も の は 、 あ る 日 、 大 混乱 に 陥り 、 
全て の 人 間 や あら ゆる 生物 が 死に 絶え 、 そ し 
て 死者 が すべ て 復活 し ます 。 そ う 、 こ れ を 
「 キ ヤー マ 」 と いう の で す 。 キ ヤー マ は 、 あ 
の 世 で の 生 の 始ま り で す 。 キ ヤー マ に 続く の 
は 、 裁 き 、 審 判 、 天 国 も し く は 地獄 で す 。 来 
世 を 信じ る こと は 、 キ ヤー マ と 、 そ の 後に 起 
この こと を すべて 信じ る こと な の で ず : 
クル アデ アーン で は 、 キ ヤー マ が 必ず 起こ る で 
あろ うこ と 、 こ れ に 関し て は 疑問 を 挟む 余地 
の な いこ と 、 突 然 に 起こ る こと を 明らか に し 
CMV ます 。 だ 太 し 、 先 
ヤー マ の 時 に 関し て は 
アッ ラー 以外 の 誰 も 、 
その 知識 を 持ち 得 な い 
こと も 述べ られ て いま 
す 。 ジ プ ブラー イー ル の 、 
「 キヤ ー マ は いつ 起こ 
る の か 」 と いう 問い に 
対し 、 預 言 者 ム ハ ン マ 
ド は 「 尋 ね られ た 者 は 
尋ね た 者 以上 の 知識 を 
持た な い 。」 と いう 形 
Wheres は 、 預 言 者 た ち で すら 、 こ 
に 関す る 知識 を 持っ て いな いこ Wh 

層 m Ye だ か ら 、 現 代 に 
TiMs 和 呈す re 
全く 意味 が な い の で す 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 キ ヤー マ は 、 二 
つの 場面 を も っ て 実現 し ます 。 クル アー ン の 
表現 を 借り る な ら 、 「 ラ ッ パ が 吹か れる と 」 
(集団 章 第 68 節 ) 激しい 揺れ が 起こ り 、「 天 
が 像 け 割 れ 」 (割れ る 章 第 1 節 ) 「 諸 星 が 落 
ち 」 (包み 隠す 章 第 2 節 ) 「 大 洋 が 沸き た ち 、 
浴 れ る 時 」 (包み 隠す 章 第 6 節 ) 「 天 が 沙 けた 
銅 の よう に な る 日 、 山 々 は 械 いた 羊毛 の よう 
に な り 」 (階段 章 第 8<9 節 ) ます 。 「 凡 て の 
路 乳 する 者 は 、 路 乳 す る こと を 忘れ 、 凡 て の 
妊婦 は その 胎児 を 流し 、 ま た 人 々 は 酔わ な い 
の に 、 酔 いし れ た よう に 見 える で あろ う 。」 
(巡礼 章 第 1 2 節 ) 「 月 は 触 け り 」 (復活 章 
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第 8 節 ) 「 そ の 日 人 間 は 『 ど こ に 避難 し よう 
か 。』 と 言う 。」 (復活 章 第 10 節 ) 「 ラ ッ パ 
が 吹か れる と 、 天 に ある も の また 地 に ある も 
の も 、 ア デッラ ー が 御 望 み に な られ る 者 の 外 は 
気絶 し よう 。 次 に ラッ パ が 吹か れる と 、 見 よ 、 
か れ ら は 起き 上 っ て 見 まわ す 。」 (集団 章 第 
68 節 ) 

「 凡 て の 人 間 を 、 そ の 導師 と 共に (審判 の 
た め ) 召集 する 」 ( 夜 の 旅 章 第 71 節 ) その 日 、 
「 か れ ら は 目 を 伏せ て 、 丁 度 バ ッ タ が 散ら ば 
る よう に 墓場 か ら 出 て 来 て 、 召 集 者 の 方 に 急 
ぐ 。 不 信心 者 た ち は 言 う 。 『 こ れ は 大 難 の 日 
で す 。』 」 (月 草 第 7 
「34. 人 が 上 自 
分 の 兄弟 か ら 人 逃れ る 日 、 
目 分 の 母 や 父 や 、 ま た 
目 分 の 妻 や 子女 か ら 
(逃れ る 日 ) 。 そ の 日 
誰 も か れ も 自 分 の こ 
で 手 い っ ぱい 。 ( 政 る 
者 た ちの ) 顔 は 、 そ の 
日 輝き 、 笑 い 、 且 つ 喜 
ぶ 。 だ が ( 惑 る 者 た ち 
の ) 顔 は 、 そ の 日 据 に 
小 れ 、 暗 黒 が 顔 を 呈 う 。」 ( 眉 を ひそ め て 章 
第 3 4 て 41 伺 ) 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 人 々 が 、 こ の 世 
界 に お ける 振舞 い に よ っ て 価値 付け を され 、 
天国 も し く は 地獄 に 送ら れる キヤ ー マ の 日 、 
わた し た ちの 顔 が 輝き 、 喜 びに 溢れ て いる よ 
うに 、 私 た ちの 生き 方 を も う 一 度 見 直し て み 
まし ょ う 。 今日 の フト バ を 、 次 の 章 句 に よっ 
て 締め くく り た いと 思い ます 。 「 (行い を 記 
録 し た ) 書 冊 が (前 に ) 置か れ 、 犯 罪 者 が そ 
の 中 に ある こと を 恐れ て いる の を 、 あ な た が 
た は 見 る で あろ う 。 かれ ら は 言う 。『 あ あ 、 
情け な い 。 この 書 冊 は 何と し た こと だ 。 細 大 
漏らす こと な く 、 数 えた て て ある と は 。』 か 
れ ら は その 行っ た ( 凡 て の ) こと が 、 か れ ら 
の 前 に ある の を 見 る 。 あ な た の 主 は 誰 も 不当 
に 扱わ れ な い 。」 ( 洞 窒 章 第 49 節 ) 
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